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1.生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT）検討背景

全教職員（約1,400名）に生成AIサービスを利用させると非常に高額
⇒約5,400万円/年（=240ドル/人・年※×約1,400人×約150円/ドル）

【課題①】利用コスト

検討当初、高精度な生成AIサービスの利用は、個人契約のみ
システム管理者側でのユーザーの権限や機能制限が不可能

【課題②】ユーザー管理

入力した情報がサービス提供事業者の
LLM（Large Language Models、大規模言語モデル）の学習に利用されるリスク

【課題③】意図しない情報流出

※OpenAI社 ChatGPT Plusの場合（2024年度8時点）

3※Japan Women's University - Generative Pre-trained Transformer

【目的】全教職員の生成AI利活用環境を整備する（2023年度）

生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT)を内製で開発



2.生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT）の概要

• 日本女子大学専用の生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT)を2023年度より全教職員に提供

• すでに全教職員に提供されていたTeamsをUIに、OpenAI社のChatGPTのAPI経由で問合せ

• 生成AIの技術動向に応じて、①通常問合せ ②学内情報検索 ③Web検索機能を追加
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日本女子大学の特徴は？

日本女子大学の特徴は、
女性のための総合大学
として、教育・研究の質を
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日次同期検索拡張生成

（RAG）



2.生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT）の概要
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3.検索拡張生成（RAG）を活用した学内情報検索機能

• 学内情報検索機能に伴う、検証と改善を経て全学へリリースした内容をご説明
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3-1.検索拡張生成（RAG）の概要

• 検索拡張生成（RAG）では、以下の仕組みにより、学内情報に関して応答が可能になる
・事前に学内情報をベクトルデータベース※に格納
・入力された質問に対し、ベクトルデータベースから回答になりうる類似情報を検索【①】
・質問に類似情報（回答になりうる情報）を追加（拡張【②】）をLLMに入力
・類似情報を活用し、学内情報に関して回答を生成【③】
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⓪学内情報（ベクトルデータベース）

JWU-GPT

平日（月曜日から金曜日）

始業

７時間

9時

午前

土曜日

3時間勤務

３時間

授業期間

教員

職員

❷類似情報検索

❸類似情報取得

★

★：入力プロンプト

❹類似情報＋質問⇒入力

平日（月曜日から金曜日）、7時間、
午前、9時から、午後、１７時まで

勤務時間は？

❺応答（類似情報を活用）

⑥応答表示

①質問入力

※テキストを数値ベクトルで保存するデータベース、単語や文章間の類似度を距離で計算可能となる

ChatGPT API

①検索

②拡張

③生成

勤務時間は？

日本女子大学の教職員
の勤務時間は、以下の通

り定められています。
平日（月曜日から金曜

日）・・・・



3-2.学内情報検索機能の性能評価方法

• 学生・教職員からの問合せの一次窓口を想定し、20組織の参画を得て機能評価を行った

• 参画組織は、想定質問を作成し、その質問に対する生成AIの応答に定量評価を実施、
その結果に応じて、設定を見直し、再度、定量評価を行い目標値に達するまで繰り返す
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番項 順手 容内理処 対応組織

① 想定質問例の作成 学内利用を想定した質問例を作成 織組画参

② データの格納
想定質問に回答するための
参考情報を共有フォルダに格納

織組画参

③ 応答の自動生成 全想想定質問に対して応答を生成 ムテスシ課

④ 定量評価の入力

応答内容を5段階で評価
◎：適切な回答
〇：参考となる回答
△：誤りを含む回答
▲：参考にならない・誤った回答
×：問題を含む回答

織組画参

⑤ 設定の見直し

評価結果に基づき設定を調整
・プロンプト
・各種パラメーター
・格納データ

織組画参
ムテスシ課

⑥ 再検証 ③、④を再度実施
織組画参
ムテスシ課

参画組織

法人企画部 学園企画課 教学企画課 広報課

総務課 人事課 経理課 施設課

入試課 研究支援課 学修支援課 学生支援課

キャリア支援課 国際交流課 保健管理センター 通信教育課

生涯学習課 図書館課 成瀬記念館事務室 検収室

計20組織



3-3.学内情報検索機能の性能評価結果と改善

• 学内情報の検索機能のリリースの目標値を「適切な回答（◎）」と
「参考となる回答（〇）」が全体の80％以上になることと定めた。

• 評価1回目の結果から設定の見直しを行い、評価2回目は評価値が90.3%となり、
全教職員への展開を判断した。
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想定質問数
（未評価除く）

適切な回答
参考となる

回答
誤りを含む

回答

参考にならない
・誤った
回答

問題のある
回答 

◎ 〇 △ ▲ ×

評価1回目 151

77 39 25 6 4

51.0% 25.8% 16.6% 4.0% 2.6%

76.8% 23.2％

評価2回目 165

95 54 12 2 2

57.6% 32.7% 7.3% 1.2% 1.2%

90.3% 9.7％

見直し項目 詳細

プロンプト調整
（プロンプトエンジニアリング）

プロンプトに「日本女子大学の学内情報を用いて正確性を重視し答えて下さい。」と追加

temperature調整 1 → 0.5 に変更し、出力の安定性と正確性を重視

回答元データ差し替え 不正確または不足していた情報を更新

設定の見直し



4.生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT）の利用実績

・JWU-GPTの月別利用トークン数（≒文字数）は、増加傾向
学内情報検索は約100万トークン/月の利用がある状況

・合計で約4,700万トークンの利用があるが、トータルコストは5,000円程度で
本学の全教職員（1,400名）に生成AI対話プラットフォームのサービスを提供できている
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4.生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT）の利用実績

・JWU-GPTの月別利用件数ベースでは、学内情報検索は6か月間で約900件の利用

・900回の学内問合せ削減と約150時間の問合せ工数を削減
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まとめ

12

・目的 ： 全教職員の生成AI利活用環境を整備する

・解決策 ： 本学専用の生成AIサービス（JWU-GPT）を内製
検索拡張生成（RAG）による学内情報検索機能を追加

・取組 ： 組織的な検証・改善で90％以上の質問で良好な応答精度

・効果 ： 全教職員（約1400名）にサービスを提供
・累計4,700万文字
・学内情報検索機能 6か月間で約900回の利用
単純計算で150時間の問合せ工数削減

検索拡張生成（RAG）を備えた生成AI対話プラットフォームの
性能評価に基づく最適化と全学展開
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